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♪♪「中国語で歌おう！会」・3月の歌  ♪♪

蠟媾巷
o》oc"fg"y」p

巷埄疗𡨚（お母さんのキッス）
　　＊中国語歌詞を 3Ｐに掲載しました。

於：まちだ中央公民館7F・第一音楽室
JR 横浜線町田駅八王子寄り改札口徒歩 2分、
小田急線南口徒歩 5分町田東急裏 109ファッションビル 7F

3 月 14日（金）19：00～ 20：30
指導：趙

zhào   fèng   yīng
鳳英　（中国人歌手）

　ご参加の方は録音機をお持ち下さい
●「中国で歌おう！会」於：まちだ中央公民館
毎月1回、主として第3金曜日開催（変更あります）

19：00～20：30   会費（月 1回）：1,500 円　
　＊体験無料

＊初めてご参加の方は、会場、日時など ‘ わんりぃ ’ 事務局
　へお問合せ下さい。

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪
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Q街角で
　最近の北京では、犬を散歩させている人を多く見かけ
ます。犬の大きさによって払う税金の額が違うそうで、
また室内で飼う関係から、小型犬が殆どです。以前は犬
を散歩させること自体がステイタスシンボルでしたが、
小型犬は一般化したので、最近は時々、大型犬を散歩さ
せてそのステイタスを誇示するお金持ちを見かけるよ
うになりました。
　犬の大小に拘らず、連れ歩いている人達は手ぶらです。
日本のように、“犬の落し物始末用具”を用意していませ
ん。それでも不思議なことに、犬の落し物があまり目に付
かないし、不快な思いをすることもありませんでした。
　ところがある日、朝早く出かけたところ、道端に犬の
落し物がいっぱいで余程気をつけて歩かないと踏んで
しまいそうで大変でした。驚きましたが、すぐ思い当た
ることがありました。普段出かける時は、市の清掃員が
朝早く、前夜からの諸々のゴミを掃除してくれた後なの
で、街の汚れに気付かずにいられたのです。北京には、
自転車でごみ収集箱を引きながら巡回してゴミを拾い
集めている清掃員が大勢います。この人達のお陰で、北
京の街は清潔に保たれているのですが、反面、敢えて言
えば、この清掃員がいるせいで、北京の人々は気安く街
を汚すのだと思い当りました。
　随分前に、胡同の一角に住むご老人のお宅にお邪魔し
たことがあります。その床はたたきになった地面そのま
まで、食事の時は、魚や鶏の骨、枝豆の鞘など食べ滓を
テーブルの下に落とします。食事が終われば、すぐにお
手伝いさんが床を掃き清めますが、初めての時は違和感
を覚えました。また、友人の家も以前は床がコンクリー
トで、同じようにしていました。しかし、4 , 5年前に室
内を板張りやタイル張りにすることがブームとなり、今
では、殆どの家が改造をして、食事で食べ滓を床に落と
すことはなくなったようです。
　今、レストランで食べ滓を床に落とす人は少ないです
が、テーブルに直

じか

に置くのは普通のことです。ごく高級
なレストランは別にして、テーブルにビニールのカバー
をしているお店が多いのですが、そのビニールは極々薄
いものが何枚も重ねられていて、お客さんが帰ると、食
器を片付けて、テーブルは拭かないで、薄いビニールを
一枚剥がします。それでテーブルはすっかり新しくなっ
て、次のお客を迎えることが出来るわけです。
　ウェイトレスの労力は省けるし、お客さんには清潔な
テーブルを用意できるので多用されています。テーブル
に食べ滓を直に置く習慣から、こんな方法が考案された

のでしょうが、明らかに資源の無駄遣いです。
　この様なレストランでは、さすがに床に食べ滓を落と
す人はごく稀です（皆無ではありません）が、朝食を食
べさせる小さなお店では、この食べ滓を床に落とす習慣
がまだ残っていて、凄まじい光景が見られます。
　大抵のお店は、竈

かまど

を店の外に出して包子を蒸し、油
ヨウディアオ

条
を揚げて、各種お粥、豆腐脳（豆腐を、薄いしょうゆ味で
きのこなどが入った葛餡たっぷりの中で暖めたもの）、
茶卵等も用意しています。
　人々は入り口で好きなものを注文して、自分で空い
たテーブルまで運んで食べるのですが、その店内は、足
元に割り箸の袋や卵の殻が散乱しています。後から来た
人々は、床に散らかったものの上を平気で歩きます。店
の人は、食器が足りなくならないとテーブルを片付け
に来ません。食べ物を持った人は空いた食器を脇にどけ
て、汚れたテーブルは備え付けのトイレットペーパーで
拭いて、その紙を床に落としますから、益々汚れます。
　朝早くから開いていて、勤め人は出勤前に、老人たち
は朝の運動の後でと、人々が便利に利用しています。味
もなかなかなものですが、神経の細やかな人には勧めら
れません。
　又ある時、蓮の花を見に蓮花池公園へ朝早く出かけた
ら、もよりの六里橋バス停付近で大量のゴミを目にしま
した。
　その量が桁外れだったので、後で北京人の友達に聞く
と、「六里橋は北京西駅に近いので、汽車に乗り降りす
る人が野宿したのだろう。」とのことでした。そう言え
ば、ここを走る路線は多くて、どの路線にも朝早いのに
人が大勢待っていました。つまり、前夜遅く北京西駅に
到着した人達がここで夜を明かし、朝一番のバスで北京
郊外へ出かけたと言うことのようです。
　一晩大勢の人がここに留まっていたのなら、あの凄ま
じいゴミの量にも納得がいきます。言うまでも無いこと
ですが、花を見た帰りには、ゴミは無くなっていました。
　北京では、ゴミのポイ捨ては日常茶飯事のようです。
　北京の人達はゴミを捨てても、清掃員が片付けてくれ
るので、その行為を問題だとは思わないのでしょう。日
本でもゴミのポイ捨てが問題視された時期がありまし
たが、日本には公的な清掃がないので、自分達で気をつ
けるようになり、ゴミを捨てない習慣が身に付いたと思
います。
　北京でも、清掃員がいなくなれば、ゴミをむやみに捨
てなくなるのではないでしょうか？ 時間はかかるでし
ょうが。

北京雑感その 22　  北京人のお行儀 Ⅱ   有
う
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「傍若無人」という言葉があります。
皆さんも聞いたことがあるかと思い
ます。

　この「傍若無人」を分解してみます
と、“傍”は傍ら・そば 、“若”は
～の如し、“無人”は人が居ない　
ということで、“傍らに誰も人が居
ないようだ”ということになります。

　「あいつの態度は人を人と思わな
いところがあるね。傍若無人にもほ
どってもんがあるだろ。見てると腹
が立って来るね。」などと言うのを聞
くことがあります。また電車の中な
どで、酔っ払い同士が周囲を省みず、
大声で話したり、笑ったり、喚いた
りは、はた迷惑の限りですね。正に

傍若無人の振る舞いです。

　では、辞書を見てみましょう。
　三省堂現代国語では、「傍若無人　人にかまわず、勝
手気ままに行動するようす」と載っています。

　小学館　中日辞典では、「癖
r～p i t w ” y 〉 t ⋯ p

沎裥睬　1.そばに人が
いないかのように勝手気ままにふるまうこと。眼中に
人なし。　2. あたかもだれも見ていないような自然な
態度の形容。」と説明されています。　但し2の用法は
日本ではあまり使われていないように思います。

　この成語の由来は 「史記・刺客列伝」1）の次の部分で
す。
“高 离 筑，荆 和而歌于市中，相 也，己而相泣，
旁若无人者"（高

梗康硬骨酷

漸離2）が筑を打ち鳴らし、荊
杭広拘

軻が市中で唱
和して、互いに楽しみ、且つ互いに泣くという、まるで傍に誰
も人がいない様な振る舞いであった）

　中国は戦国時代（紀元前403年～ 221年）、衛の国の
荊軻（？～紀元前227年）は剣術と読書を好み、諸国を巡
り歩いておりました。ある時、燕の国で筑（一種の古代楽
器）の名手である高漸離と知り合いになり、打ち解けた
関係になりました。
二人は毎晩のように街へ出ては酒を飲み、酒を飲んで
は人目もはばからず大声で歌を歌いまくるといったあ
りさまでした。ある時も二人はまた街に行き、酒を飲む
と、酒の勢いに乗じて賑やかな通りの真ん中で、高漸
離が筑を打ち鳴らすと荊軻は筑の演奏について大声で
歌い始めました。騒ぎで見物人が集まり山のような人
だかりになり、人々は彼らを指差してあざけり笑いま
したが、二人はまったく意に介さず、筑を打ち続け、歌
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を歌い続けました。打って、歌って感極まると、二人は
大声で泣き出し、涙をぼろぼろ流しました。その傍若
無人の様は、まるでこの世界には彼等二人だけしか存
在していないようだったということです。

注）
史記・刺客列伝
刺客列伝（せっかくれつでん、しきゃくれつでん、せきかくれ
つでん、しかくれつでん）は、史記の列伝の一つで、為政者を
暴力で脅し、または殺そうとした5人、曹沫、専諸、豫譲、聶政、

荊軻の伝記を含む。
高漸離（こうぜんり）
中国、戦国時代の人。音楽をよくし、楽器の筑を撃つのが巧み
であった。荊軻の友。荊軻が始皇帝の暗殺に失敗した後、　荊
軻の志を継いで始皇帝を討とうとし捕らえられたが、始皇帝
は、高漸離の音楽の才を惜しんでその眼をつぶし、側近におき、
筑を撃たせて賞美した。しかし、盲目となった後も暗殺の機会
を求め果たそうとして殺された。

出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』
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 もの知りノート (5)

「旧正月（春節） について」
岡村景孝

　今年の旧正月（中国では春節という）は2月7日です。中国
や韓国ではこの旧暦での正月を大切にしています。日頃遠方
に住んでいる家族も故郷に帰り一家団らんを楽しむ大切な
日になっています。
　日本は今では都会も農村も新暦で正月を祝いますが、昭和
30年代までは農村ではこの旧正月を大切にし、この旧正月に
合わせていろいろな祝いの行事が行われました。
　この旧暦の正月は遅いときには2月中旬、早い年には1月
下旬と約1 ヶ月の幅の範囲内で毎年変動します。なぜなので
しょうか？ これは暦の来歴から説き起こす必要があります。
　以下調べた範囲で述べてみましょう。

1. 暦の種類
　暦の種類は大きく分けて三種類あります。

　一つは現在欧米や我が国、また政治経済面上ではどの国で

も用いられている太陽暦です。

　二つ目はイスラム諸国などで用いられている太陰暦です。

　三つ目が日本では旧暦と呼ばれ、中国では農暦と呼ばれて

いる太陰太陽暦です。

　1-1 太陽暦
　地球の季節や気候変動は太陽によって最も大きな影響を

受けています。太陽の周りを地球が自転する周期を基準に

（換言すると太陽の動きを元に）作られているのが太陽暦（グ

レゴリオ暦とも）1）です。

　一年の周期は正確には365.2422日です。これを12で割

ると5日ほど余りが出ます。一年に何度か31日の月をおか

なくてはなりません。また365の余りの端数は四年に一度閏

日を置くことにより解決する方法が採られました。

　明治政府は明治五年に太陽暦に切り替えましたが、当初は

閏日を考慮に入れませんでした。閏日を採り入れたのは明治

32年（1899）になってからでした。今の暦は日本ではまだ

100年少々の歴史しかありません。

　1-2 太陰暦
　「太陰」とは太陽の対になる言葉で「月」のことです。即ち、

月の運行を基準に暦を定めたものです。月の満ち欠けの周期

は29.5日で、これを12倍すると354日です。太陽の周期と

比較すると一年間約11日少なくなってしまいます。

　これをそのまま続けて行き16年もすると冬と夏が逆転す

るいうことになります。しかし、イスラム圏では季節変動が

少ないため現在でも太陰暦が用いられています。また、太陰

暦では常に月の初めは新月で15日は満月です。

　1-3 太陰太陽暦
　太陰暦を基準に季節変動を考慮して違和感をなくすよう

調整した暦が太陰太陽暦（中国では農暦と呼ばれる）で、19年毎

に7回（2、3年に一度）を閏
うるう

年として閏
うるう

月2）を入れ解決を図

るものです。日本でも明治以前に用いられ、現在でも旧暦の

暦として使用されています。また中国、香港、マカオ、韓国、

台湾、モンゴル、ベトナムなど各国でも使用されています。

　日本で最近まで農村では新正月よりも重きを置かれてき

たこの旧暦の正月（旧正月）は、中国では春節と呼ばれ一週

間ほど休日になります。故郷を離れていた人たちが、家族と

年に一度一堂に会することを願って列車やバスで帰省する

帰郷ラッシュは壮観です。韓国、台湾など各国でも同様です。

　また、太陰太陽暦の8月15日は中秋の名月で、中国では月

餅を食べて家族が団らんし、一方家族と遠く離れて生活して

いる人々は中秋の名月に故郷の家族や友人を想うのです。

　太陰暦は太陽暦に対して年間で11日少ないわけですから、

新年は毎年11日早くなります。昨年は2月18日だったのが

今年は11日早くなって2月7日が春節になります。しかし、

太陰太陽暦では閏年を設けますから閏年では13か月になり、

その分だけ先送りになるわけです。

　毎年11日ほど早く春節になり、閏年の翌年は約一ヶ月遅

れるのはこのパターンを繰り返すからです。
●参考　春節（旧正月）の日付
2006年1月29日 2010年2月14日 2014年1月31日
2007年2月18日 2011年2月03日 2015年2月19日
2008年2月07日 2012年1月23日 2016年2月08日
2009年1月26日 2013年2月10日 2017年1月28日

2. 中国における政治と暦の関係
　日本でも使用されてきたこの旧暦はもちろん中国から輸

入されたものを基本にしています。中国において暦は政治的

な意味合いを除いて語ることはできません。

　中国歴代の皇帝は「天子」とよばれ、すべてを超越した存在

である「天帝」からこの世の支配を委託された存在です。従っ

て皇帝は、季節変動や天変地異などを含めたこの世の全てに

精通していなくてはなりません。暦の制定も皇帝の重要な役

割の一つとして、暦をより正確にするためいずれの皇帝も天

体観測や気象観測などに熱心に取り組みました。

　皇帝は諸国の王を任命し、諸国の王は皇帝に従う証として

皇帝が定めた時間を受け入れる、すなわち皇帝が発行する暦

を拝領するということが行われました。

　日本にも中国の暦がもたらされましたが、後に日本でも独

自の暦が作られました。宣明暦は800年間（862 ～ 1683）

中国北京地壇公園の春節  
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用いられました。現在旧暦として使われているのは天保暦

（1844 ～)を基本にしています。

３. その他の関連事項
　３-1週について
　暦の単位は年、月、週の概ね三種類です。

　七曜（日曜、月曜、火曜、水曜、木曜、金曜、土曜）は日本で

は平安時代の旧暦の時代から存在しており、明治時代新暦に

変更したときにも新旧の暦の曜日は一致していました。但し

旧暦での曜日は古くは占いに使われる程度の役割しか果た

していませんでした。

　七曜（週）の概念は古く、その発祥はバビロニアだといわ

れています。日本にはインドから中国を経由し伝えられたも

ののようです。中国でも太陽と月以外に火星、水星、木星、

金星、土星は他の星とは異なる動きをするということで、観

測の重要な対象とされていました。日本の曜日の呼称は中国

から伝わりましたが、中国では現在、月曜日から始まって星

期一、二、三と呼称され日曜日は星期天といいます。

　六日働いて一日休む習慣は「神は六日かけて世界を作り七

日目に休んだ」というユダヤの神話とともに世界中に広がり

ました。但し、日本の旧暦時代は先に述べたように占いに使

われる程度で実用的なものとなりませんでした。

　話は飛びますが、鎖国制度の江戸末期、中の浜万次郎（ジョ

ン万次郎）3）が海で遭難し、アメリカ船に救助され、アメリ

カの生活様式を経験する中で最初に最も驚いた事は、七日に

一度誰も働かない日曜日があるということだったそうです。

　当時、日本には曜日の概念がなく正月とお盆以外に休日は

ありませんでした。農耕民族と狩猟民族の違いをそこに見る

のは「うがち」すぎでしょうか？

　農耕民族は稲などの農作物の手入れに毎日の労働が欠か

せなかったでしょうし、狩猟民族は毎日狩りをして獲物を根

絶やしにするのを恐れたのではないかと私は思っています。

　３-2 六曜について
　今のカレンダーにも「先勝」「友引」「先負」「仏滅」「大安」「赤

口」の六曜が書き添 えられていることがあります。縁起の良

い日、悪い日の判断材料や結婚式、葬式や建物の起工式など

日程を決める際の重要な要因として、昔からの習慣であると

思われる方も多いと思いますが、実は日本でのこの歴史は浅

いのです。

　明治政府が新暦を採用するようになって暦を発行してい

た業者が俄
にわ

かに採り入れました。新暦になり迷信的な暦4）が

廃止されたため、暦業者達はなんとか付加価値をつけようと

して、いままで忘れさられていた六曜に目をつけ 、新暦のカ

レンダーに今まで見たこともない六曜を入れ始めました。仏

滅や大安は、明治になって急に始まった習慣にすぎません。

もちろん科学的根拠もありません。

　六曜は中国宋代に作られ、以来誰も使わず、明治に至るまで

忘れ去られていたのを暦業者が取り上げました。六曜はあまり

に無名だったので新政府の規制の対象になりませんでした。

　３-3 月の地球に及ぼす影響
　月の直径は地球の1/3.7、惑星と衛星との関係ではその比

率は太陽系の中では最も大きいといわれています。月の誕生

については諸説ありますが地球に火星ほどの大きな天体が

衝突しその反動で飛び出したとする説が現在最も有力です。

　かつて月は現在よりも地球の近くにあり、より強力な重力

と潮
ちょうせき

汐（潮の干満）力を及ぼしており、また地球はより早く

回転していたと考えられています5）。
　その強い潮汐作用は生命の誕生や進化に影響を与えたの

ではないかと考えられています。海に誕生した生命は意図的

に陸に上がったわけではなく大きな潮汐作用によって陸地

に取り残されたところから進化が始まったという説です。

　また、月は地球の地軸の傾きを安定させているとも考えら

れ、もし月がなかった場合、或いは現状の月よりもかなり小

さかった場合、地球の地軸の傾きは現在と比較して大きく変

り、それに伴って激しい気候変動が発生し生物は現在のよう

に発達できなかったであろうと指摘されています。

●注釈
1）グレゴリオ暦　16世紀当時用いられていたユリウス暦
が季節とのずれが顕著になってきたためローマ教皇グ
レゴリウス13世がユリウス暦を改良して1582年制定
した暦。四年に一回閏日があるが、400年に3回ほど閏
日を置かず平年に戻すこととした。

2）閏月　閏月は6月または7月に置かれることが多く、閏
月の有る年は一年が13か月になる。

3）中の浜万次郎　（1827 ～ 1898）高知県土佐清水市中の
浜の生まれ、14歳の時漁に出たあと遭難し、アメリカ
の捕鯨船ジョン・ハウランド号に救われる。アメリカに
十年間滞在し、英語、数学、測量、航海術、造船技術な
どを学び帰国、江戸末期から明治にかけて通訳、講師と
して活躍した。

4）迷信的な暦　毎日の吉凶や方角の善し悪しなどが詳細に
書き込まれており、人々はこの暦によって生活の行動
に制約を受けていました。

5）現在干満の差を1mとすると当初はその千倍すなわち
1000mの干満の差があったといわれています。また、
現在月は毎年3.8cm地球から離れていっていると計測
されています

（参考文献）
フリー百科事典「ウィキペディア (Wikipedia)」
大連雑学辞典

北京建国門にある清時代の古観象台（観測所）の観測機器  
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写真2　犀牛海子に映る主峰の写真

　2005年から2007年に掛けて毎年夏に'わんりぃ'の
方々が犀牛海子(湖)4400mを訪れています。
　あいにく何れも雲が多くて犀牛海子から主峰が見えま
せんでしたが、晴れていれば此処にご紹介するような風

景が見えます。
　私は美しい青いケシを探して1991年8月に初めて四姑
娘山を訪れ海子溝に入りました。その時に主峰の優美な
姿に魅せられ、その後主峰をより美しく撮影できる場所

や主峰を映す湖を探して海子
溝を遡る事になります。
　そして3年後に辿りついた
のが犀牛海子でした。犀牛海
子は主峰の東南東側に位置し
て、日隆や大姑娘山方面から
は見えない主峰の北東壁を見
せてくれる場所で、4300mと
4400mに上下２つの湖が有り
ます。
　（写真1）は犀牛海子から撮
影した朝焼けの主峰の北東壁
です。このような神々しい景
色を見ますと拝みたくなりま
すが、実際この主峰は古来か
ら土地の守り神の一つとして
信仰されています。また「犀
牛」はこの地方では天上に住
むヤクに当てられていて、犀
牛海子の名前は天上からヤク
が降り立った伝説から名付け
られています。
　実際、主峰を映した湖周辺
でヤクが草を食んだり水浴び
している風景を見ると、その
名前に納得させられます。犀
牛海子周辺は主峰を美しく見
せるだけでなく、夏に多くの
高山植物を見せてくれる場所
でも有ります。此処には緩斜
面の草地から急峻な岩場まで
様々な地形が有り、そこに春
から秋に掛けて色々な花が咲
きます。
　当時は放牧する人も含めて
訪れる人が少なくヤクの数も
少なくて（更に降水量が多か
ったせいか）殆ど手付かずの

　醸総宥せ No. ⑧　犀牛海子の思い出
u’"i【pkcpi"uj》p 写真と文／四姑娘山自然保護区管理局 特別顧問

大川 健三

写真1　犀牛海子から撮影した朝焼けの主峰の北東壁。

写真2　犀牛海子に映る主峰
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　10年前に付けてい
た日記を整理した。読
み返してみたら面白
かったので、日記に登
場する、今も付き合い
のある友人Ｍ子に見
せてみる。あるクラス
メイトの恋愛話のくだ
りで、実はクラスメイ
トが好きだった男の子
が、Ｍ子本人を好きだ
った、という新事実が
判明（！）。Ｍ子自身の
くだりでも、「いや～、
これはちょっと違うん

だな」という私の勘違いも。それはそのはずで、日記に書
かれたものは、私の目から見た事実で、かなり偏見に満ち
溢れている。日記ってそんなものだ。
史書と日記を同じ土俵で考えたら怒られそうだが、実は

歴史のゆがみもこれに似ている。私たちが歴史と信じてい
るものは真実でもなんでもなく、過去に誰かによって書か
れた記録にしか過ぎない。書いた人間の偏見に満ち溢れ
たもの、もっと上品に言い換えれば、書いた時代の価値観
や書いた人間の立場によってゆがめられた記録、それを私
たちは歴史と信じている。

著書によれば、司馬遷の書いた「史記」は「武帝こそ正統
の天子」と言うために書かれた。だから、わざわざ神話上
の君主までさかのぼり、そこから繋がっている「正統な」武
帝までを記している。中国の歴史文化を作り出した「史記」
の根幹にある「正統」という発想、これが中華思想を生み、
現在の中国人の価値観にも影響を与えている。
日本は日本で、中国文明の影響下にありつつも、日本は

中国とは違うのだ、ということを言いたくて「日本書紀」を
書いた。「皇帝」と同義の「天皇」という称号をあえて名乗
ることで、日本は中国からの独立を宣言。「日本書紀」は「日
本は独立した国であり、それをまとめる天皇は正統であ
る」ということを言うために、やはり、わざわざ神話までさ
かのぼる。「日本書紀」は鏡に映った「史記」のようである。
こうして歴史は長い間をかけてさらにゆがめられてい

く。ゆがめられた歴史同士は、当然　隣国同士で齟齬を生
む。そこで必要なのが「完全に公平な」歴史だと著者は指
摘する。しかし、清廉潔白な歴史は、それぞれの国家の立
場を無視することになり、結局、そのようなものは誰も歓
迎しない、とも。国家の利益になる史料に固執し、自国に
理があると主張しあっている間は歴史問題はくすぶり続
ける。さりとて、国家の利益のために動いている外交。も
っと広い視野を持って、お互い歩み寄るまでには、まだま
だまだまだまだ…（永遠に続く？）。 (真中智子）

●バックナンバーはこちら
http://wanli.web.infoseek.co.jp/library2/lb-title2.html

中国を読む49　　　　　　　「歴史とはなにか」　岡田英弘著　　　　（文春新書）

高山植物の群落が広がり、今では姿を消した大きな雪蓮
や青いケシの株を彼方此方で見掛けました。
　多くの種類の桜草の花(Primula graminifolia)（写真3）
も沢山咲いていました。
　しかし当時私は勤め先の有給休暇を利用して日本か
ら出掛けていたため滞在時期と期間が限られ、撮影に適
した天候に出会えるのは稀で主峰や高山植物の良い写
真を中々撮れませんでした。
　何度も犀牛海子へ通いましたが結局納得が行く写真
を撮れるようになったのは当地へ移り住んだ2000年以
降でした。犀牛海子に映る主峰の写真（写真2）はその頃
に撮影したものです。犀牛海子の上側にはパンダで有名
な臥龍と都江堰へ通じる峠が在り、その峠を通るヤクや
薬草採り等が湖の傍を時折通ります。
　ここに写っているヤクの群れも犀牛海子で一休みし
た後、この峠を越えて行きました。

●すでに掲載された「写真便り」はこちらにあります
http://wanli.web.infoseek.co.jp/ookawasan/essey-title.html

●大川さんのホームページはこちら
http://www.sgns.gov.cn/scholaweb/conts.htm
http://kawamoto1940.web.fc2.com/
http://www.sgns.gov.cn/scholaweb/queenvalley.htm写真3　桜草の花(Primula graminifolia)
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　大昔、天と地が分かれていなかったとき、宇宙は

ドロドロと濁って、暗くて、まるで大きな卵そのも

のだったそうです。

　そんな宇宙で、盤古という男がひっそりと育まれ、

成長していました。百年、

千年と、 あっという間に

一万八千年が経ちました。

　ある日、盤古は目を覚ま

しました。周りは、真っ暗

で、何も見えない上、身動

きもできないので、焦り、

怒りました。我慢できず盤

古があたりを手で探りま

すと、思いがけなく大きな

　斧がありました。

盤古はその斧を手に取り、

全身の力をこめて暗闇に

向け一気に振り下ろしま

すと、山が崩れ大地が裂け

るような大音響が「どかん

ー」と響き、その混沌としていた卵が切り裂かれまし

た。そして卵の中の軽くて、清らかなものは上昇し

て天となり、重くて濁ったものは下に沈み、大地と

なりました。

　天と地が分かれて以来、盤古は再び閉じないかと

心配し、頭で天を支え、足で地を踏み締め、腰をまっ

すぐに伸ばして天と地の間に立ちました。

　すると毎日のように、天は一丈高くなり、地は一

丈厚みを増し、盤古の体も高く大きくなっていきま

した。このようにして、また一万八千年が経ち、天は

非常に高くなり、地はとて

も厚くなり、盤古も巨人に

なって、柱のように天と地

の間に立って天を支えて

いました。天と地は、盤古

によってしっかり固定さ

れましたが、盤古は疲れ切

って、とうとう倒れ死んで

しまいました。

　盤古が死ぬと、呼気が雲

や風に、左目は太陽に、右

目は月に、毛髪は草木に、

血は海に、汗は雨に、体は

山々になったといわれて

います。

　盤古は中華民族の天地

開闢の始祖として、後世の人々に語り継がれていま

す。今、中国には盤古山と呼ばれる山が二座あり、一

つは、広州の花県にあり、盤古神壇が建てられてい

ます。もう一つは、河南省の桐柏県にありますが、山

頂には盤古廟が建立され、毎年旧暦の三月三日に、

人々は必ず山へ行って、盤古を祭るということです。

　何媛媛さんのお名前は‘わんりぃ’の読者の皆さん
には馴染みがあるかと思います。何年かにわたって
‘わんりぃ’に寄稿下さった「媛媛来信」で、中国の生活
や行事や風習などを紹介くださり、中国の方々のもの
の感じ方考え方をなどをさりげなく私たちに伝えて
くださいました（‘わんりぃ’ＨＰに全文章を掲載して
あります）。
　一年ほど掲載をお休みをしていましたが、3月号か
ら「媛媛講故事」というタイトルで新シリーズの『中国
の伝統神話』を書いて下さることになりました。

　【何媛媛プロフィール】
　中国山西省に生まれる。

　山西大学外国語学部日本語専攻卒業。
　2002年来日。現在、国士舘大学・中国語講師。
　中国の伝統楽器である古筝の弾奏を趣味とし、仕事
の傍ら、国際交流活動に積極的に参加している。

『中国の伝統神話』を書くにあたって
大学時代から、「鶴の恩返し」や「桃太郎」や、「竹

取物語」など、日本の昔物語をいろいろ読みました。
そのような物語を読んで、日本の事情をよりよく理解
しました。中国にも沢山の伝説、神話があり、中国文
化に非常に大きな影響を与えています。それらの物語
を皆さんに紹介し、中国の理解に役立てて頂ければ、
私としても嬉しいことです。（何媛媛）

摹摹鍃债1Ⅸ❶
zvo—zv—o!kj〖oh!h〕ti‘

盤古開天 互何媛媛

「媛媛来信」はこちら　http://wanli.web.infoseek.co.jp/yanyanlaixin/title.html
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前回まではマハラガマに集合してからお茶畑に着く

までの車中の様子を中心に書いてきました。今回からお

茶畑でのピクニック編に入ります。

皆で手分けして駐車場から荷物を運び終わると、普段

はのんべんだらりとしていてイライラさせられるスリラ

ンカ人とは今日は全く違います。年長者は別として、若

い人でも普段ならば足が痛いの疲れたのと言って直ぐに

座り込んでティータイムに入ってしまう人達が、お茶畑

の広場に着くやいなやマハラガマでの集合時に着ていた

余所行きの服から、遊び着に素早く着替えを済ませてし

まいました。これほど素早く行動するのは、ジャングル

で象にでも追いかけられない限りできないと思われるほ

ど、かなり画期的な事です。

先に着替えを終わらせた人達は、荷物の中からクリケ

ットの道具を探し出して、さっそく広場で年齢を問わず

殆どの男性と中年ぐらいまでの奥方達も参加して男女入

り乱れてのクリケット大会の始まりです。

クリケットはスリランカで一番人気のあるスポーツ

でボールの様な物（正式名称は別にあるようですが、こ

こでは便宜的にボールと呼びます）を、バットの様な物

（便宜的にバットと呼びます）で打って遊びます。クリケ

ットは野球の原形と言われているだけに日本代表の僕も

ボールを打ったり捕ったりすることは何とかできます。

但し、バットは分厚い木製でかなり重く、さらにボート

のオールの様に先端が平べったくなっているので振りに

くい形です。ボールも木製で、打ったボールが体にぶつ

かると、当たりどころが悪いと死んでしまう事があるそ

うです。専用のヘルメットもあるのだそうですが、もち

ろん今回はそんな物は用意してありません。遊ぶのにも

決死の覚悟が必要です。守備側はグローブの様なものを

用いますが、野球のグローブと違って鍋つかみの様な感

じです。

それにしても僕がルールをよく知らないからでしょ

うか、何がそんなに面白いのかと思うほど熱狂的に汗み

どろになってプレーをします。守備側のチームでは妙齢

の女性も髪を振り乱して、守備陣の間を抜けたボールを

追っかけてお茶畑の中に突進して行きます。バッターは

ボールを打つと両サイドに引かれたラインの間を行った

り来たりします。ボールがピッチャーの手元に戻るまで

にライン間を一往復すると得点になるのだそうです。ピ

ッチャーは数歩の助走をしながら腕をグルグルまわして

ボールを上手投げします。打者の真後ろのライン上に立

てられている３本の棒のどれかにボールを当てればスト

ライクなのだそうですが、逆にどんな場合がボール（ス

トライクの反対）なのかもサッパリ判かりません。攻守

の交代もいつのまにか行われてしまい、僕は右往左往す

るばかりで、なんとも不思議なゲームです。

長打を打った時には、両サイドライン間を何度も往復

しなくてはいけません。バスの中でのお酒が効いている

のか、マンちゃんは長打を打つたのですが、走っている

間にフラフラになってしまい、上手く走る事が出来ませ

ん。ピッチャーの手元にボールが戻るまでに、マンちゃ

んが両ラインの外側に出ていればセーフで、ライン間に

残ってしまうとアウトです。マンちゃんは際どいタイミ

ングでラインを越えたのですが、親戚同士のお遊びプレ

ーのはずなのにアウトかセーフかの判定をめぐってエキ

サイトして怒鳴り合いになりました。

どうやら、お遊びと思っていたのは僕だけで皆はかな

り本気でプレーしています。プレーに参加していない年

配の奥方達や幼い子供達も周りで盛んに抗議していま

す。ここにも、僕がこれまで知っていた大人しくて恥ず

かしがり屋のスリランカ人とは違う、今まで知らなかっ

たスリランカ人がいます。どのような状況で勝敗が決ま

るのか、現在どちらのチームが勝っているのかさえ理解

できないでいる間に試合は終わりました。

はっきりとは判りませんが僕のいたチームは負けた

ようです、たぶん僕が足を引っ張ったからでしょう。ち

ょっと前まであんなにエキサイトしていたのに、今はも

ういつものスリランカ人にもどっています。両チームの

メンバーや周りで囃し立てていた人達も僕を気遣って

か、勝敗については言及しません。本当に優しくて気持

ちの良い人達です。

このクリケットと言うスポーツは、英国を中心とした

英連邦国（英国の旧植民地の集まり）で特に盛んで、英

連邦国間の国際試合では３デイズマッチ（３日間）とか5

デイズマッチ（5日間）といった気の長い試合を行ってい

ます。何しろ、試合の合間にティータイムが設けられて

いて、どんなに熱戦を繰り広げられていても決められた

時間になると、テントの下や木陰に集まって紅茶を飲む

のだそうです。

こんなノンビリした一面があるところもスリランカ

人に好まれるのかもしれませんね。 （続く）
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▼  10 ▲

　車はどこか見覚えのある場所に停車した。とうとう亜丁
に着いたのだ。
　｢まず何か食べないか？ まだ早朝だ。そんなに急いで行
く事も無いさ｣
　アーロンが言った。みんなも同感だ。
　他の車に乗っていた乗客達はすぐに出発したようだっ
たが、私達は公園管理事務所の裏手にある小屋の中に入
っていった。8月とはいえ、高度の高い土地である亜丁の
朝はかなりの冷え込みで、小屋の中にストーブが焚いて
あったのが嬉しく、私は真っ先にストーブの脇に転がして
あった丸太の上に陣取って腰掛けた。
　そこは食堂という訳ではなく旅行者が宿泊なども出来
る場所なのだということだったが、部屋の中には山の道具
や馬の鞍などが雑然と置かれていて、どちらかといえば
タクシードライバーや亜丁でガイドやポーターなどをや
っている地元の者たちの休憩所のように感じられた。一
応中国語で書かれた手書きの、麺の名前ばかりがならん
だメニューもあり、それぞれが自分の好きなものを注文す
ると、その場にいた男が一つしかない鍋とコンロで、のん
びり一つ一つのオーダーを作り出した。ひとつ作り終わっ
ては、次の料理を作るのだから時間がかかる。
　別に急いでいる訳でもない私達はのんびりと自分の麺
が出来上がって来る順番を待ちながら、ここまで運転して
きたタクシードライバー達やその場にいた地元の人達と
ストーブの回りで輪になって談笑した。
　気のいいドライバー達はそれぞれに、「亜丁に来たいっ
ていう旅行者がいたら紹介してくれよ」と例のワンパター
ンな車の絵の名刺を取り出して私たちに配り、又しても私
の手の中には数枚の名刺が溜まってしまった。誰かに紹
介するにしたってこれじゃぁどの名刺を渡したら好いも
のやらわからないじゃないか。
｢馬はどうだい？｣

　その場にいた馬方も自分の馬を売り込んでくる。それ
に乗って亜丁観光しないかと誘っているのだ。
公園管理事務所からおよそ7、8キロ程緩やかな坂道を

のぼっていったところには洛絨牛場と呼ばれる三方を山
に囲まれた湿原があり、夏には可憐な高山植物があたり
一面花の絨毯の様に咲き乱れ、土地の人が神と崇める亜
丁三大神山のうちの央

ヤンマイヨン

邁勇、夏
シャルォドォジ

若多吉の二大神山が真夏
でも融けない雪と氷の冠を戴いた姿で眼前にそびえ立つ、
まさに桃源郷のように美しい亜丁自然保護区メインの景
勝地となっている。亜丁を訪れるほとんどの観光客は公
園入り口の管理事務所で馬を手配するとそれに跨って洛
絨牛場まで行くのだ。
以前、私がこの地を訪れた時にも馬に乗った。

ただ皆について行っただけで全く旅程を把握していな
かった私は、その時まで馬に乗る事など思いもよらずに
いて、亜丁に到着したバスを降りたところに鞍をつけた馬
のたづなを引いて馬方達がゾロゾロと集まってきたとこ
ろで初めて｢え～！！馬に乗れるの～！？ ｣とはしゃいだ
ものだ。
キャンプ用の衣服や寝袋のつまったみんなの大きなザ

ックは1頭の馬の背中にまとめてくくりつけ、私達は手ぶ
らで馬の背中に跨り、美しい風景を満喫しながらのんびり
ホーストレッキングを楽しんだ。

しかしながら今回は事前に旅費を振り込み、すべてを
案内人にまかせた大名観光旅行ではなく、乏しい経済状
況をやりくりしながらの貧乏バックパッカー旅行者の私
だ。日本円から中国元への両替を忘れていたところを烏
里氏の友人に急場を救ってもらい、いくらかの中国元を
手に入れてはいたが、それはこれから先の旅程を思えば
まだまだ心もとない金額だった。とりあえず何処かで再
び両替できるまでは出来るだけ倹約に努めなければなら
ない状況だ。
馬の歩みは人が歩く速度とさほど変わらず、以前馬に

跨って通った道のりを思い返しても歩けない距離ではな
かった筈だ。でも・・・
みんなの目が、私の大きなザックに注がれていた。サブ

ザックと合わせれば10キロ近くはありそうに見えた。
｢元
ユァンツ

子、この荷物どうするつもり？｣
心配そうにシャオチンが私の顔をのぞきこむ。
｢俺たちは歩くけど、君は馬を雇ってもいいんじゃない

か？ こんな荷物を自分で背負っていくのは大変だ。じゃ
なきゃ要らない物は出してここで預かってもらえよ。亜丁
から帰る時に取りにくればいいさ｣
シャオチンの言葉を継いでアーロンも言った。
しかしその時の私は、何故か頑なにこの荷物は亜丁に

滞在するために必要な物だから置いていく訳にはいかな
いという気持ちを変える事ができなかった。
公園内にはいくつか宿泊施設のある場所があるらしか

ったが、私は前回亜丁を訪れた時に滞在した洛
ルオ뮪뮱

牛
ニュウチャン

場
に泊まる事に強くこだわっており、いざとなったら野宿も
辞さないくらいの覚悟も少しはあったのだ。しかし公園内
の宿泊施設について尋ねると誰もが泊まれる場所はある
とはいうのだが、洛絨牛場についてはどうもはっきりしな
い。地元の人たちにしてみれば自分達は泊まらないので
詳しくは知らないという事なのだろう。
｢ううん、いいの。荷物は全部持って行く。でも馬は高

いから雇いたくないなぁ・・・｣
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